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大
間
原
子
力
発
電
所
の
運
転
開
始
の
目
標
時
期
の
先
送
り
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
七
年
九
月
三
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
大
間
原
子
力
発
電
所
の
運
転
開

始
の
目
標
時
期
の
先
送
り
に
関
す
る
報
道
に
関
し
て
、
政
府
と
の
質
疑
応
答
の
機
会
を
得
た
が
、
十
分
な
答
弁
を
得
た
と
は
言

い
難
く
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
問
題
も
残
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
七
年
九
月
二
日
、
「
大
間
原
子
力
発
電
所
が
こ
れ
ま
で
二
〇
二
一
年
頃
と
し
て
い
た
運
転
開
始
の
目
標
時
期
が

一
年
程
度
先
送
り
さ
れ
る
」
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
た
が
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
な
事
実
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
政
府

の
把
握
状
況
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
第
四
十
三
条
の
三
の
六
の
第
一
項
第
二
号
で
は
、
設

置
許
可
の
基
準
と
し
て
、
発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
「
発
電
用
原
子
炉
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
的
能
力
及
び
経
理
的
基
礎
が
あ
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
大
間
原
子
力
発
電
所
の
運
転
開
始
が
先
送
り
さ
れ
る

こ
と
で
、
資
金
調
達
計
画
の
策
定
時
に
想
定
し
て
い
た
運
転
計
画
に
変
化
が
生
じ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
開
始
の
先
送
り
に

よ
っ
て
建
設
期
間
が
さ
ら
に
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
経
営
計
画
が
悪
化
し
て
い
け
ば
、
当
初
の
「
経
理
的
基
礎
」
が
損
な
わ

一



れ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日
の
参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
お
い
て
、
電
気
事
業
連
合
会
の
八
木
誠
参
考
人
は
、
原
子
力

発
電
所
の
資
金
調
達
環
境
の
実
態
に
つ
い
て
、
「
電
力
各
社
の
い
わ
ゆ
る
経
営
環
境
と
い
う
の
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
」
「
原
子
力
政
策
の
不
透
明
さ
ゆ
え
に
長
期
的
な
、
や
は
り
原
子
力
と
い
う
の
は
長
期
的
な
投
資
も
要
り
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
回
収
見
通
し
に
大
き
な
懸
念
が
あ
る
」
「
不
透
明
感
か
ら
金
融
市
場
の
不
安
心
理
を
誘
発
し
て
今
後
の
資
金

調
達
に
更
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
次
の
大
間
原
子
力
発
電
所
の
運
転
開
始
の
先
送
り
は
、
か
か

る
事
案
の
一
つ
で
あ
り
、
電
源
開
発
株
式
会
社
の
企
業
経
営
に
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え
、
事
業
者
と
し
て
の
電
源
開
発
株
式

会
社
が
大
間
原
子
力
発
電
所
の
維
持
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
国
に
よ
る
何
ら

か
の
財
政
支
援
が
必
要
に
な
り
、
電
源
開
発
株
式
会
社
の
経
営
の
自
律
性
を
損
な
い
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

平
成
二
十
六
年
六
月
五
日
の
参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
お
い
て
も
、
電
気
事
業
連
合
会
の
八
木
誠
参
考
人
は
、
「
現

在
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
原
子
力
依
存
度
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と

で
、
長
期
的
な
見
通
し
が
不
透
明
と
な
っ
て
」
お
り
、
「
長
期
に
お
け
る
事
業
継
続
に
関
す
る
予
見
性
が
従
来
よ
り
も
低
下

二



す
る
」
。
こ
の
た
め
「
原
子
力
発
電
の
維
持
、
運
営
に
必
要
な
資
金
の
調
達
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
大
間
原
子
力
発
電
所
の
運
転
開
始
の
目
標
時
期
の
先
送
り
は
ま
さ
に
か
か
る
事
例
の
一
つ
で
あ
り
、
か
か
る
不
透
明

な
見
通
し
の
中
、
運
転
開
始
時
期
す
ら
先
送
り
さ
れ
不
透
明
な
大
間
原
子
力
発
電
所
を
設
置
す
る
必
要
性
は
そ
も
そ
も
見
出

し
が
た
い
し
、
事
業
と
し
て
採
算
を
得
る
可
能
性
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
事
業
者
た
る
電
源
開
発
株
式
会
社

の
経
営
上
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
政
府
が
、
「
大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
は
、
平
成
七
年
八
月
の
原
子
力
委
員
会
決
定
に

よ
っ
て
、
国
及
び
電
気
事
業
者
の
支
援
の
下
」
「
軽
水
炉
で
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
利
用
計
画
の
柔
軟
性
を
拡
げ
る
と
い
う
政
策
的

な
位
置
付
け
を
持
つ
も
の
」
（
電
源
開
発
株
式
会
社
「
有
価
証
券
報
告
書
」
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日
）
）
と
し
て
い
る
こ
と
の
妥
当
性
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
上
、
政
府

は
大
間
原
子
力
発
電
所
の
運
転
が
本
当
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


